
Ⅰ　新潟市新規採用養護教諭研修実施要項
１　目的
本研修は，新規採用養護教諭に対して，現職研修の一環として，１年間の研修を
実施し，実践的指導力と使命感を養うとともに幅広い知見を得させることを目的とする。
２　対象及び期間
(1) 新規採用の養護教諭とする。
(2) 市教育委員会は，年間研修計画及び年間指導計画に従い，新規採用者に１年間
の新規採用養護教諭研修を受けさせるものとする。
３　内容
　 新規採用者は，校内において校長及び指導教員を中心とした指導及び助言によ
る研修（以下「校内における研修」という。）を受けるとともに，市立総合教育セ
ンター等校外において行う研修（以下「校外における研修」という。）を受けるも
のとする。
　　なお，校内における研修は年間17日間程度，校外における研修は年間11日間
とする。
４　年間研修計画
(1) 市教育委員会は，年間研修計画を作成する。
(2) 年間研修計画においては，校内における研修，校外における研修の項目及び時期，その他必要な事項を定めるものとする。
５　年間指導計画
(1) 校長は，市教育委員会が作成する年間研修計画に基づき，教職員組織や校区
の状況等学校の実情に配慮し，指導教員の参画を得て，当該学校における年間
指導計画を作成するものとする。
(2) 年間指導計画においては，校外における研修との関連に配慮して，校内における研修の項目及び時期その他必要な事項を定めるものとする。なお，校内における研修が円滑に実施できるよう，研修時間は，あらかじめ週時程に組み入れるものとする（放課後も可）。
６　指導教員等を中心とする校内体制
(1) 校長及び教頭は，年間指導計画に従い，研修項目に応じて新規採用者の指導
及び助言に当たるものとする。
(2) 指導教員は，年間指導計画に従い，校長及び教頭の指導の下に，新規採用者
に対して指導及び助言を行うものとする。

(3) 指導教員は，校長，教頭及び校内の教員による新規採用者に対する指導及び
助言の状況を把握し，年間を通して系統的，組織的な研修を行うものとする。
(4) 校長は，指導教員を援助する学校全体としての協同的な体制を確立するとと
もに，これを校務分掌組織に位置付けるものとする。
７　校長等連絡協議会
　　市教育委員会は，新規採用養護教諭研修を円滑かつ効果的に実施するため，校長及び指導教員の新規採用養護教諭研修連絡協議会を開催するものとする。
８　年間指導計画書及び報告書等
　　校長は，当該学校における年間指導計画書，校長等及び指導教員による校内研
修年間指導計画書（報告）を市教育委員会に提出するものとする。
　Ⅱ　新潟市新規採用養護教諭研修実施に関する取扱要領
１　趣　旨
　　この要領は，新潟市新規採用養護教諭研修実施要項に定めるもののほか，新規採用養護教諭研修の実施に必要な事項を定め，新規採用養護教諭研修の円滑な実施に資するとともに，学校において年間指導計画を作成する場合の参考に供するものとする。
２　校内における研修
［日　数］
　(1) 年間を通じて少なくとも17日間程度の研修日数を確保するものとする。
　(2) 17日間程度の研修日数の内，９日間は指導教員による指導を受けることとす　　　
　　る。なお，指導教員の指導時間は４時間を1日とし，自校における校長等の指
　　導時間は３時間を1日とする。
［研修内容］
　　校内における研修は,指導教員による研修項目と，自校の校長等による研修項目とし，次のとおり研修項目のねらいを明確にするものとする。
 (1) 指導教員による研修内容については，各研修項目を基礎研修と専門研修に分け 

　　て示すものとする。
　　①養護教諭基礎研修：学校教育目標と学校保健，校務分掌，公文書や各種報告　
　　　　　　　　　　　　書，職員会議への提案の仕方
　　②養護教諭専門研修：保健管理,保健教育,健康相談,保健室経営,保健組織活動
　　　　　　　　　　　　その他　
　（2）校長等が実施する研修内容については，各研修項目を基礎的素養，教科指導，
特別活動，生徒指導の４領域に分けて示すが，実施に当たっては各学校におい
て研修項目を選定し実施するものとする。
［指導教員］
　　指導教員は，教職経験豊かで，救急処置，保健教育等の指導に優れ，新規採用
養護教諭と共に実践的研究を進めていくことができる資質を備えた非常勤講師（退
職養護教諭）を充てるものとする。
［指導教員を中心とする指導及び助言］
（1）指導教員は，校長及び教頭の指導の下に，年間指導計画に従い，新規採用養
　 護教諭に対して指導及び助言を行うとともに，新規採用養護教諭の保健室経営
　 等に関する種々の相談に応じるものとする。
（2）校長の指導の下，全教職員が研修内容に応じて協力し，指導教員を中心に指
　 導及び助言に当たるものとする。
（3）指導教員等の指導及び助言は，講話，示範指導，参観，協議等必要に応じた
形態を工夫して行うものとする。
（4）指導教員の職務には，新規採用養護教諭が行う保健室経営や養護教諭の職務
　等に対する指導及び助言に必要なすべての業務を含むものとする。
３　校外における研修
［日　数］
　　校外における研修日数は11日間とする。
［研修の種類］
（1） 校外における研修は次のとおりとする。
　 　①　養護教諭基礎研修　（８日間）
　　　 ア　研修ガイダンス　　　　　　　
　　　 イ　基礎的素養研修　
　　　 ウ　生徒指導研修
　　　 エ　特別支援教育研修　　　　　
　　　 オ　体験研修　　
　　　 カ　校外研修のまとめ　　　　　
　   ②　養護教諭専門研修　（３日間）
ア  保健管理研修　　　　　　　　
　　　イ　健康相談研修（指名　養護教諭研修Ｂ班　健康相談）　　　　　　　　
　　　ウ　保健室経営研修　　　　　　　
　（2） 体験研修は，体験活動の意義や有効性を実感し，教育活動に生かすことができるものとする。また，受講者相互の交流による人間関係づくりや野外体験活動を通して，その後の教育活動への新たな意欲付けを図るものとする。
４　校内研修と校外研修との関連
（1） 校外研修は，新規採用養護教諭に共通する課題や専門事項に関する研修であり，校内研修だけでは得にくい内容をこの研修で行うものとする。
（2）  両者に重複等による混乱が生じないよう，各種研修の位置付けを明確にし，
　　　相互補完的に研修を進めることに努めるものとする。
５　年間研修計画及び年間指導計画
［年間指導計画の様式］
　　学校が作成する新規採用養護教諭年間指導計画書の様式は，別に定めるものと
　する。
［年間研修計画の改善］
　　市教育委員会は，新規採用養護教諭研修の進展に応じて，年間研修計画につい
て，適宣必要な改善を行うことができるものとする。
［年間指導計画の改善］
　　校長は，研修の進展に応じて，年間指導計画について，適時必要な改善を行う
　ことができるものとする。
６　説明会及び協議会
［新規採用養護教諭研修実施説明会］
　　新規採用養護教諭研修の円滑な実施を図るため，市教育委員会が新規採用養護教諭配置校長に研修についての説明会を実施する。
［指導教員連絡協議会］
　　校内研修を改善充実させ，また，校内研修と校外研修との密接な連携を図るた
　め，指導教員連絡協議会を開催するものとする。
７　指導教員（非常勤講師）の勤務条件等
　　指導教員（非常勤講師）の勤務条件等については，別に定める「非常勤講師任用事務の手引き」によるものとする。
８　保護者等への配慮
　　研修の計画及び実施に当たっては，保護者等の理解や協力が得られるよう適切な配慮をするものとする。
９　各種文書等の提出
　　学校は，別紙様式に従って必要文書を提出するものとする。
　　なお，提出先，提出期限等については，「新規採用養護教諭研修実施計画」にお
ける「新規採用養護教諭研修に係る提出文書一覧」に示すとおりである。
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